
　

栗
山
町
開
拓
１
３
０
年
・
町
制
施
行

70
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
11
月
18
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
E
k
i
」
で
行
わ
れ
、
町
内
各
機
関
・

団
体
を
は
じ
め
町
内
会
・
自
治
会
役
員

の
方
々
、
さ
ら
に
近
隣
市
町
・
町
長
や
、

姉
妹
都
市
宮
城
県
角
田
市
の
大
友
喜
助

市
長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
開
拓
当
時
か
ら
こ
れ

ま
で
の
栗
山
の
歩
み
が
ビ
デ
オ
上
映
さ

れ
、本
町
が
誇
る
郷
土
芸
能
の
一
つ「
栗

山
み
の
り
太
鼓
」
に
よ
る
演
奏
が
披
露

さ
れ
た
後
、式
典
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

　

時
代
を
担
う
若
い
力
を
代
表
し
て
栗

山
中
二
年
の
岡
村
春は

る

翔と

さ
ん
と
島
野

琉る

な和
さ
ん
が
力
強
く
「
町
民
憲
章
」
を

朗
唱
し
た
後
、
佐
々
木
学
町
長
が
「
先

人
た
ち
が
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
今

日
の
栗
山
の
礎
を
築
い
て
く
れ
ま
し

た
。
現
在
、
か
つ
て
と
は
異
な
っ
た
厳

し
い
試
練
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、『
ふ

る
さ
と
は
栗
山
で
す
。』
を
合
言
葉
に
、

新
た
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
北
海
道
知
事
代
理
、
空
知

町
村
会
長
、
大
友
角
田
市
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、
近
隣
市
町
村
の
来

賓
紹
介
。
そ
し
て
、
平
成
30
年
度
町
制

功
労
表
彰
、
開
拓
１
３
０
年
・
町
制
施

行
70
年
記
念
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
後
半
に
は
、
今
年
で
結
成
30
年

を
迎
え
た
女
性
太
鼓
チ
ー
ム
「
艶
美
火

舞
羅
」
に
よ
る
演
奏
、
引
き
続
き
、
町

内
唯
一
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
く
り
や

ま
Ｏ
Ｈ
!!
夢
乱
咲
」
に
よ
る
演
舞
が
行

わ
れ
、
演
者
の
笑
顔
と
力
強
い
舞
い
に

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
鵜
川
和
彦
町
議
会
議
長

に
よ
る
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
厳
粛
の

う
ち
に
式
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

式
典
前
日
に
は
角
田
の
開
拓
記
念
公

園
で
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
秋
の
紅
葉

が
美
し
い
「
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
」
の
苗
木
が

佐
々
木
町
長
と
大
友
角
田
市
長
、
鵜
川

議
長
と
柄
目
孝
治
角
田
市
議
会
議
長
に

よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

栗山町開拓 130 年・町制施行 70 年

栗山　　　時代新

●
過
去
10
年
間
の

　

主
な
出
来
事

◆
平
成
21
年

・
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ･
コ
ー
ラ
環

境
ハ
ウ
ス
開
館

◆
平
成
22
年

・
毎
月
第
３
水
曜
日
を
町
営
バ
ス
無
料

　

の
日
に
設
定

◆
平
成
23
年

・
第
１
回
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会

◆
平
成
24
年

・
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
が
ケ
ア
ラ
ー

ズ
カ
フ
ェ
と
し
て
改
装
オ
ー
プ
ン

◆
平
成
25
年

・
自
治
基
本
条
例
施
行

◆
平
成
26
年

・
小
学
校
で
土
曜
授
業
開
始

◆
平
成
27
年

・
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ
正
式
加
入

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館

◆
平
成
28
年

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
格
運
行
開
始

◆
平
成
29
年

・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト

・
マ
ロ
ン
キ
ッ
ズ
保
育
園
・
児
童
ク
ラ
ブ
開
設

◆
平
成
30
年

・
第
８
代
町
長
に
佐
々
木
学
就
任

・
開
拓
１
３
０
年
・
町
制
施
行
70
年
記

　

念
式
典
挙
行

艶
美
火
舞
羅
と
く
り
や
ま
Ｏ
Ｈ
!!
夢
乱
咲
の

共
演
で
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た

式
典
前
日
に
角
田
市
の
大
友
市
長
と
植
樹
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力
強
い
演
奏
で
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
「
栗
山
み
の
り
太
鼓
」

町
民
憲
章
を
朗
唱
す
る
岡
村
春
翔
さ
ん
（
写

真
右
）
と
島
野
琉
和
さ
ん
（
写
真
左
）

決
意
表
明
を
行
う
鵜
川
町
議
会
議
長

写真で振り返る

式典のようす

植
樹
を
終
え
て
記
念
撮
影



社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
に
貢

献
さ
れ
て
き
た
方
な
ど
を
表
彰
す
る

「
平
成
30
年
度
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

式
」
が
11
月
11
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
「
E
k
i
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
橘

一
也
会
長
か
ら
社
会
福
祉
に
寄
与
さ
れ

た
２
人
と
有
料
施
設
職
員
３
人
の
計
５

人
に
表
彰
状
、
ま
た
、
同
協
議
会
へ
高

額
寄
付
を
さ
れ
た
4
人
と
2
団
体
へ
感

謝
状
を
授
与
。
橘
会
長
は「
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
福

祉
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

　
橋
本
　
利
明
さ
ん

　
吉
田
　
礼
子
さ
ん

【
優
良
施
設
職
員
表
彰
】

　
有
塚　

文
子
さ
ん

　

山
﨑
美
恵
子
さ
ん

　

倉
橋
ひ
と
み
さ
ん

【
感
謝
状
】

　
周
田　

俊
久
さ
ん

　

宮
川　

規
夫
さ
ん

　

吉
田　

礼
子
さ
ん

　

谷
口　

温
松
さ
ん

　

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

　

株
式
会
社
メ
リ
ー
ワ
ー
ク 

栄
誉
を
た
た
え
て

高
齢
者
叙
勲

受
章

　
町
議
会
議
員
を
3
期
12
年
務
め
ら
れ

た
雨
煙
別
の
木
村
哲
郎
さ
ん
が
、
こ
の

た
び
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
9
日
、

役
場
応
接
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
村
さ
ん
は
平
成
3
年
に
町
議
会

議
員
に
初
当
選
以
来
、
連
続
3
期
12
年

に
わ
た
り
栗
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
る
な
ど
の
功
績
に
よ
り

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
農
業
基
本
調
査
や
農
林

業
セ
ン
サ
ス
調
査
な
ど
の
統
計
調
査
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
た
早
苗
雄
二
さ
ん
に
対

し
、
北
海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

11
月
10
日
、
役
場
応
接
室
で
佐
々
木
学
町

長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
苗
さ
ん
は
昭
和
59
年
か
ら
統
計
調
査
業

務
に
従
事
し
、
誠
意
あ
る
対
応
で
精
度
の
高

い
調
査
結
果
の
確
保
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

統
計
功
労
者

表
彰
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【自治功労者】
　友成　克司さん
　楢﨑　忠彦さん
　置田　武司さん
【産業功労者】

　青山　　悟さん
【治安功労者】

　國岡　正好さん
【教育功労者】

　南川　　隆さん
　髙橋　克弥さん
　西村　　仁さん

①町政功労表彰　

②開拓130年・町制施行 70年記念感謝状

◆個人
【自治功労者】

　板垣　欣也さん
　佐野　　力さん
　佐々木伊和男さん
【産業功労者】

　川畑　典雄さん
　大塚　清康さん
　中島　孝幸さん
　冨澤　政吉さん
　渕野　　厳さん
【教育功労者】

　友田多喜雄さん
　栁　　誠一さん

◆団体
【福祉功労者】

　栗山町月見草の会
　くりやま手話の会
【治安功労者】

　角田交通安全友の会
　栗山町交通安全ゆりの会
【教育功労者】

　栗山オオムラサキの会
　栗山親子獅子舞保存会
　角田獅子舞保存会

ふるさと栗山の発展に寄与
　長きにわたりふるさと栗山の発展に尽くされた方々の功績をたたえる、
平成 30 年度栗山町政功労表彰と開拓 130 年・町制施行 70 年記念感謝状
の贈呈が 11 月 18 日、開拓 130 年・町制施行 70 年記念式典内で行われま
した。佐々木学町長が表彰状・感謝状を受賞者に手渡し、まちづくりに対
する功績に感謝しました。なお、表彰内容は次のとおりです。



　

平
成
30
年
７
月
の
町
機
構
改
革
で
設

置
し
ま
し
た
「
ま
ち
な
か
賑
わ
い
推
進

室
」
の
執
務
場
所
を
、
役
場
庁
舎
内
か

ら
駅
前
通
り
商
店
街
の
「
く
り
や
ま
ク

リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
旧
広
瀬

商
店
店
舗
）」
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

空
き
店
舗
や
空
き
地
が
点
在
し
て
い

る
駅
前
商
店
街
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
観
光
や

都
市
再
生
整
備
事
業
と
連
動
し
た
効

果
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

【
主
な
業
務
内
容
】

◆
商
店
街
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

・
商
店
街
活
性
化
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
の
策
定

・
商
店
街
賑
わ
い
創
出
事
業
の
実
施　

　

な
ど

◆
栗
山
駅
を
中
心
と
し
た
市
街
地
の
活

性
化
に
関
す
る
こ
と

・
都
市
再
生
整
備
事
業
の
連
携
推
進
な

ど
（
公
園
整
備
、
観
光
交
流
施
設
お

よ
び
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
の
整

備
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
開

設
な
ど
）

【
事
務
室
所
在
地
】

　

町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課 

ま
ち
な
か
賑

　

わ
い
推
進
室

（
所
在
地
）

　

〒
０
６
９
‒
１
５
１
１

　

栗
山
町
中
央
３
丁
目
６
番
地
１　

　

☎
�
７
７
８
７

除排雪作業に
雪のシーズン到

来

　
町
で
は
、
冬
期
間
の
生
活
に
支
障
が

な
い
よ
う
、
万
全
の
体
制
で
計
画
的
な

除
排
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。道

路
周
辺
で
は

◆
道
路
沿
い
の
看
板
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
な
ど
は
、
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
低
い
塀
や
庭
木
な
ど
は
、
赤
い
布
を
つ

け
た
棒
な
ど
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
脇
の
雪
遊
び
は

危
険
！

◆
道
路
脇
の
雪
山
で
、
子
ど
も
が
ス

キ
ー
や
ソ
リ
遊
び
を
す
る
の
は
非
常

に
危
険
で
す
。
見
か
け
た
ら
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、

子
ど
も
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
・
車
両
放

置
は
や
め
ま
し
ょ
う

◆
路
上
駐
車
や
放
置
車
両
が
あ
る
と
除

排
雪
作
業
が
遅
れ
、
地
域
全
体
に
迷

惑
が
掛
か
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
で
絶
対
に
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
排
雪
後
、
各
家
庭
の
雪
を
路
上
に
出

す
人
を
見
か
け
た
ら
止
め
る
よ
う
に

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
除
排
雪
の
効

果
が
半
減
し
ま
す
。

玄
関
先
の
雪
処
理

◆
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄
関
先
に

雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で

の
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

落
雪
に
ご
注
意
を

◆
毎
年
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
歩

道
に
面
し
て
い
る
屋
根
は
早
め
の
雪

下
ろ
し
や
、
雪
止
め
処
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

ご理解とご協力を

※除排雪作業のお問い合
　わせは、各町内会長・
　自治会長を通してお願
　いします。

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度

町の人口（4 月 1 日現在） 12,519 人 12,332 人 12,153 人

降　雪　量 392cm 444cm 523cm

除排雪経費（決算額） 98,317,248 円 129,066,990 円 135,670,319 円

町民１人当たりの除排雪経費 7,853 円／人 10,466 円／人 11,164 円／人

車両購入実績 
（上記経費には含まれない）

除雪用ドーザー
15,606,000 円

凍結防止剤散布車両
395,636 円

歩道用ロータリー除雪車
9,579,600 円

【過去 3 年間の除排雪経費】

まちなか
移転しました

賑わい推進室 新事務室
（クリエイターズマーケット内）

　

FAX
�
７
７
８
２

（E-m
ail

）m
achinakanigiw

ai@
tow

n.kuriyam
a.hokkaido.jp

「
栗
山
町
商
店
街
基
礎
調
査
」
を
　

実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、商
店
街
活
性
化
を
通
し
て
、

ま
ち
の
顔
と
な
る
栗
山
駅
周
辺
の
賑
わ

い
を
創
出
し
て
い
く
た
め
、「
商
店
街

活
性
化
プ
ラ
ン
（
仮
称
）」
の
策
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
各
個
店
の
経
営
実
態
や
今
後

の
意
向
、
空
き
店
舗
の
現
状
や
今
後
の

活
用
意
向
な
ど
を
総
合
的
に
把
握
し
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
検
討

す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
次
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
商
店
街
個
店
実
態
調
査

市
街
地
商
店
街
に
所
在
す
る
個
店
を

対
象
に
、
現
在
の
経
営
状
況
や
今
後

の
意
向
な
ど
を
調
査

②
商
店
街
空
き
店
舗
活
用
意
向
調
査

　

市
街
地
商
店
街
区
域
に
所
在
す
る
空

き
店
舗
所
有
者
を
対
象
に
、
今
後
の

店
舗
利
活
用
の
意
向
な
ど
を
調
査

③
消
費
者
購
買
実
態
調
査

町
内
に
居
住
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
商
品
購
買
の
行
動
や

意
識
の
調
査
（
無
作
為
で
選
ん
だ

１
０
０
０
人
の
方
を
対
象
）

◆
調
査
票
の
配
布
・
回
収
方
法

・
対
象
と
な
っ
た
方
は
、
調
査
実
施
機

関
（
町
委
託
事
業
者
）
よ
り
、
調
査

票
が
郵
送
で
届
き
ま
す
。

・
回
答
後
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用

封
筒
で
返
送
願
い
ま
す
。

◆
調
査
の
実
施
期
間

　

12
月
６
日
㈭
～
20
日
㈭

◆
調
査
実
施
主
体

　

町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課 

ま
ち
な
か
賑

　

わ
い
推
進
室

◆
調
査
実
施
機
関
（
町
委
託
事
業
者
）

　

株
式
会
社
北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合

　

研
究
所

　

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
３
０
５
３

　

FAX
０
１
１
（
２
３
１
）
３
１
４
３
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駅
前
通
り

神社通り

新事務室
（くりやまクリエイターズ  

 マーケット内）

栗山駅

かないわ商店北洋銀行栗山支店


